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2025年度母子生活支援施設への助成事業のご案内 

 

社会福祉法人共生会ＳＨＯＷＡ（以下、共生会ＳＨＯＷＡ）は、2024年度に引き続き、母

子生活支援施設を対象に、女性や子どもへのエンパワメントに資する事業への助成を行い

ます。 

共生会ＳＨＯＷＡは、昭和女子大学が地域への社会貢献事業の一貫として設立した社会福

祉法人で、認可保育園、学童保育、ひろば事業、子どもの発達相談室、男女共同参画セン

ターなど 7施設を運営していますが、2023年度に川崎市在住の故八嶋佳子氏からの遺贈を

受け、法人内に八嶋佳子基金を設立し、母子生活支援施設への助成事業などを行っており

ます。 

 

母子生活支援施設への助成事業は、経済的な理由等で体験の機会が乏しくなりがちな母親

や子どもたちに、体験を豊かにする機会を提供することによって、元気ややる気が出て、未

来への可能性を拓くことにつながるよう資金を提供するものです。 

 

2024年度は東京都と川崎市にある 36の母子生活支援施設を対象に募集を行ったところ、初

年度にもかかわらず、12 施設からの応募があり、八嶋佳子基金検討会委員による審査を経

て、11施設への助成を行いました。 

2024年度の実施事業としては、子ども同士が話し合ってコンサートやミュージカルへ行

く、親子で相談して旅行に行く、新幹線やロマンスカーに乗る、レストランの食べ放題へ

行くなど、就活用のメイクレッスンを受ける、親子クッキング用の電子レンジを購入する

等々です。 

 

母子生活支援施設の職員のなかには、助成事業への応募は初めてという方も少なくなく、

申請書の記述や計画立案、当日のアテンドなど、苦戦した様子もうかがえましたが、終わ

ってみれば、すべての施設で計画通りの成果をあげて、期日通りに報告書が提出されまし

た。報告書には、事業に参加した母親や子どもたちの笑顔の写真があふれ、感想文もうれ

しいものでした。スタッフの方たちの健闘ぶりも充実感も伝わってきました。福祉新聞に

取り上げられた記事を添付します。 

 

共生会ＳＨＯＷＡでは、今年度も母子生活支援施設を対象に助成事業を募集します。別紙

募集要項をご覧の上、申請書にてご応募いただきますよう、ご案内申し上げます。 
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